
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 B 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めるこ
とができるようにする。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見
方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値へ
の認識を深めようとしているとともに、読書に親しむことで
自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もつ。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けているとともに、我が国の言語文
化に対する理解を深める。

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、
深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
し、創造的に考える力を養い、他者との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ
たり深める。

高等学校　標準文学国語(第一学習社)

国語

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合
う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い
手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

文学国語

【 知　識　及　び　技　能 】

○ 6

配当
時数

１
学
期

国語 文学国語

（B組：日向　）

国語 文学国語 4

○ 10

現代の詩
【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特徴
や表現の技法を理解する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・詩の構成や比喩に注目して読み、
自分と他者との関係性について、作
者の捉え方を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品が成立した背景や他の
作品との関係を踏まえて解釈を深め
る姿勢を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

8○ ○

現代の小説㈡
【知識及び技能】
・文学的な文章の種類や特徴につい
て理解を深める。
・文学的な文章における文体の特徴
や表現の技法を理解する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品に関連のある事項について調
べ、その成果を文章にまとめたり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品が成立した背景や他の
作品との関係を踏まえて解釈を深め
る姿勢を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し、文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方などについて、伝えたいこと
や感じてもらいたいことが伝わるように書か
れているかなどを吟味して、文章全体を整え
たり、読み手からの助言などを踏まえて、自
分の文章の特長や課題を捉え直したりしてい
る。
・「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・繰り返し音読し、積極的に詩の構成やリズ
ムを理解しようとしている。
・象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の
効果や作品世界、そこに込められた心情など
を理解しようとしている

○○

〇 〇

12

随想〈芸術〉
【知識及び技能】
・随想における文体の特徴や表現の
技法を理解する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本の伝統文化を論じた文章に触
れ、抽象的な内容がどのように説明
されているか理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品の解釈を踏まえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める姿勢
を養う。

○

○

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・随想における文体の特徴や修辞などの表現
の技法について、体系的に理解を深め使用し
ている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性につ
いて考察している。
・「読むこと」において、設定した題材に関
連する複数の作品などを基に、自分のものの
見方、感じ方、考え方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・二つの文章を粘り強く読み、学習課題に
沿って、それぞれの文体・表現の特徴を理解
しようとしている。

○

【知識・技能】
・文学的な文章における文体の特徴や修辞な
どの表現の技法について、体系的に理解を深
め使用している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性につ
いて考察している。
・「読むこと」において、作品に表れている
ものの見方、感じ方、考え方を捉えるととも
に、作品が成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・繰り返し音読し、積極的に詩の構成やリズ
ムを理解しようとしている。
・象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の
効果や作品世界、そこに込められた心情など
を理解しようとしている

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

○ ○

現代の小説㈠
【知識及び技能】
・登場人物の気持ちが変化する過程
を、登場人物の身の上に起こった出
来事を通して読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、展開、場面設定や描
写の仕方、表現の特色などを的確に
捉え、内容を解釈する方法を学ぶと
ともに、解釈の多様性について考察
する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品の解釈を踏まえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める姿勢
を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し、文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章における文体の特徴や修辞な
どの表現の技法について、体系的に理解を深
め使用している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開、描写の仕方などを
的確に捉えている。
・「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の身に起こった出来事を読み取
り、その心情の変化を粘り強く読み取ろうと
している。

領域
話

・

聞
書 読

〇〇

〇〇

○ ○



１
学
期

8○ ○

定期考査

〇 〇

随想〈芸術〉
【知識及び技能】
・随想における文体の特徴や表現の
技法を理解する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・日本の伝統文化を論じた文章に触
れ、抽象的な内容がどのように説明
されているか理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品の解釈を踏まえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める姿勢
を養う。

○

1

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・随想における文体の特徴や修辞などの表現
の技法について、体系的に理解を深め使用し
ている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性につ
いて考察している。
・「読むこと」において、設定した題材に関
連する複数の作品などを基に、自分のものの
見方、感じ方、考え方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・二つの文章を粘り強く読み、学習課題に
沿って、それぞれの文体・表現の特徴を理解
しようとしている。

○ ○



２
学
期

1定期考査 〇 〇

現代の小説㈢
【知識及び技能】
・短編小説の特色を理解し、文体の
特徴や表現の技法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、展開、場面設定や描
写の仕方、表現の特色などを的確に
捉え、内容を解釈する方法を学ぶと
ともに、解釈の多様性について考察
する姿勢を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品の解釈を踏まえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める姿勢
を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人３台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・文学的な文章における文体の特徴や修辞な
どの表現の技法について、体系的に理解を深
め使用している。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文学的な文章を書
くために、選んだ題材に応じて情報を収集、
整理して、表現したいことを明確にしてい
る。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈
を踏まえ、人間、社会、自然などに対するも
のの見方、感じ方、考え方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・表現に着目しながら積極的に作品を読み取
り、理解を深めようとしている。

○ ○ ○ 14

１
学
期

○ 15

○ 16

戦争と文学㈠
【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特徴
や表現の技法を理解する。
・我が国の言語文化の特質について
理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、展開、場面設定や描
写の仕方、表現の特色などを的確に
捉え、内容を解釈する方法を学ぶと
ともに、解釈の多様性について考察
する姿勢を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品の解釈を踏まえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める姿勢
を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人２台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し、文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の関心が得
られるよう、文章の構成や展開を工夫してい
る。
・「読むこと」において、設定した題材に関
連する複数の作品などを基に、自分のものの
見方、感じ方、考え方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・時系列に沿って登場人物間の関係や心情を
粘り強く読み取り、登場人物の言動の背景を
理解しようとしている。

○ ○ ○ 12

〇

〇 〇

〇

定期考査 1

近代の小説㈡
【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特徴
や表現の技法を理解する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・表現の特徴が作品に及ぼす効果を
考え、人が虎になるという怪異の意
味を踏まえて作品の主題を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品の解釈を踏まえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める姿勢
を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人４台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、読み手の関心が得
られるよう、文章の構成や展開を工夫してい
る。
・「読むこと」において、作品に表れている
ものの見方、感じ方、考え方を捉えるととも
に、作品が成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・場面の移り変わりや登場人物の発言から、
登場人物の考えの違いを粘り強く読み取ろう
としている。

○ ○

近代の小説㈠
【知識及び技能】
・文学的な文章の種類や特徴につい
て理解を深める。
・文学的な文章における文体の特徴
や表現の技法を理解する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・読書の意義と効用を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・物語の展開と出来事を整理しなが
ら、登場人物それぞれの心情をつか
む。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品の解釈を踏まえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める姿勢
を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人１台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方などについて、伝えたいこと
や感じてもらいたいことが伝わるように書か
れているかなどを吟味して、文章全体を整え
たり、読み手からの助言などを踏まえて、自
分の文章の特長や課題を捉え直したりしてい
る。
・「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・場面ごとの展開を粘り強く読み取り、登場
人物の心情とその変化について理解を深めよ
うとしている。
・指定された場面を、本文とは異なる視点か
ら書き換える活動に積極的に取り組み、解釈
を深めようとしている。

○ ○

○ ○

〇

〇 〇

〇



3
学
期

16

近代の詩
【知識及び技能】
・文学的な文章における文体の特徴
や表現の技法を理解する。
・我が国の言語文化の特質について
理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
・文語詩に親しみ、多様な隠喩を通
して「描き出す、イメージの豊かさ
を味わう
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品の解釈を踏まえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める姿勢
を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人５台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開、描写の仕方などを
的確に捉えている。
・「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・繰り返し音読し、積極的に詩の構成やリズ
ムを理解しようとしている。
・象徴的な表現を読み取り、進んで表現上の
効果や作品世界、そこに込められた心情など
を理解しようとしている。

〇 〇 ○ ○ ○ 6

現代の小説㈣
【知識及び技能】
・文学的な文章の種類や特徴につい
て理解を深める。
・文学的な文章における文体の特徴
や表現の技法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・仕事に向き合う態度と友人への思
いがどのように変化するかを捉え、
主人公にとっての「卒業」の意味を
考える。
・作品中の表現に注意しながら、
「私」が幹生の目が見つめていたも
のに気づくまでの心情の変化を把握
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉える方法を学ぶと
ともに、作品の解釈を踏まえて、人
間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める姿勢
を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人６台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し、文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開、描写の仕方などを
的確に捉えている。
・「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・表現に注意しながら場面の展開を粘り強く
読み取り、「私」の心情変化を捉えようとし
ている。

○ 14

戦争と文学㈡
【知識及び技能】
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・読書の意義と効用を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・出来事の経緯や人物の発言をもと
に心理を読み取り、戦争の体験をど
のように意味づけるべきかを考え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・設定した題材に関連する複数の作
品を基に、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深める姿勢を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人７台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
・人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文学的な文章を書
くために、選んだ題材に応じて情報を収集、
整理して、表現したいことを明確にしてい
る。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈
を踏まえ、人間、社会、自然などに対するも
のの見方、感じ方、考え方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・小説の表現や描写の特徴とその効果につい
て、積極的に理解を深めようとしている。

〇 〇 ○ ○ ○

140

合計

○ 9

創作をする
【知識及び技能】
・文体や表現の技法に注意して、人
物の心情や情景を描写する方法を学
ぶ。
・読書の意義と効用を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・物語が人間にとって持つ意味を考
え、表現に注意しながら物語を創造
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・設定した題材に関連する複数の作
品を基に、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深める姿勢を養う。

・指導事項
＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと
・教材
教科書、漢字ワーク
・一人１台端末の活用
一人８台端末の活用し、単元の内
容について論述する。

【知識・技能】
言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方などについて、伝えたいこと
や感じてもらいたいことが伝わるように書か
れているかなどを吟味して、文章全体を整え
たり、読み手からの助言などを踏まえて、自
分の文章の特長や課題を捉え直したりしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・本文中の例を参考にして、学習課題に沿っ
て積極的に物語を創作しようとしている。
・他の生徒が創作した物語を、評価の観点に
沿って適切に批評しようとしている。
・他の生徒からの批評を前向きに捉え、自分
が創作した物語の特長や課題を明らかにしよ
うとしている。

○〇

〇

○〇

〇 ○ ○


